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水
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午
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30
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３
時
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分

場　
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迎
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養
成
講
座
は
皆
さ
ま
が
始
め

た
い
月
か
ら
１
年
間
、
受
講
生

と
し
て
講
座
を
受
け
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

講
座
の
受
講
は
、３
日
前
ま
で

の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

消防署消防署 みなさんへみなさんへ御代田 から

問い合わせ先  佐久広域連合消防本部  御代田消防署  （32）0119  ※お掛け間違いにご注意ください。

　

今
月
は
、
６
月
号
で
紹
介

し
た
施
設
の
う
ち
、「
住
宅
型

有
料
老
人
ホ
ー
ム
」「
介
護
付

き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
」「
サ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
「
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー

ム
」と
他
２
つ
の
施
設
を
比
較

す
る
と
、
大
き
な
違
い
の
ひ

と
つ
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
「
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー

ム
」は
そ
の
名
称
の
通
り
、
施

設
内
に
い
る
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、

入
浴
・
食
事
・
排
せ
つ
な
ど

の
介
護
や
看
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
ま
す
。
入
居
で

き
る
方
は
、
要
支
援
１
～
２
、

要
介
護
１
～
５
の
介
護
認
定

を
受
け
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
「
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー

ム
」と「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
向
け
住
宅
」も
同
様
に
介
護

や
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
ま
す
が
、
施
設
外
の
事
業

所
か
ら
ヘ
ル
パ
ー
等
が
訪
問

し
た
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等

へ
通
っ
て
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
点
が
異
な
り

ま
す
。
ま
た
、
施
設
に
よ
っ

て
は
、
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
自
立
し
た
方
も
入

居
で
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
施
設
も
運
営
す

る
事
業
者
に
よ
っ
て
、
入
居

条
件
や
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
、

利
用
料
金
な
ど
が
異
な
り
ま

す
。
す
で
に
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
方
は
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
す
る
の
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

　

高
齢
期
の
住
ま
い
を
選
ぶ

と
き
に
は
、「
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
か
」

「
費
用
は
予
算
内
か
」「
施
設
の

雰
囲
気
は
ど
う
か
」な
ど
、
希

望
す
る
条
件
に
合
う
か
、
施

設
見
学
や
体
験
入
居
な
ど
を

通
し
て
確
認
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
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有
料
老
人
ホ
ー
ム
」「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」に
つ
い
て

 

高
齢
期
の
住
ま
い

有料老人ホーム サービス付き
高齢者向け住宅介護付き有料老人ホーム 住宅型有料老人ホーム

対 

象

●要支援1・2
●要介護1 ～ 5
※施設により異なります

●自立
●要支援1・2
●要介護１～５
※施設により異なります

 主に自立～軽度の要介護者

特
　
徴

○食事、介護、看護などの
サービスが受けられ、施
設が提供する介護サービ
スを利用する。

○食事、生活支援などの
サービスが受けられる。

○介護が必要な場合は、外
部の介護サービスを利用
する。

○安否確認、生活相談などの
サービスが受けられる。

○自立状態から利用でき、外
出など生活の自由度が高い。

○介護が必要な場合は、外部
の介護サービスを利用する。

秋から冬にかけて、たき火等の火気の使用が増加してきます。その中で、火災の原因の多くは
一人ひとりの不注意から始まってきます。御代田消防署からは火気の取扱いの注意点と

令和5年秋季火災予防運動についてお知らせします。

●寝たばこは絶対にしない!
　火災の原因で一番多いのがタバコによる火災です。また寝タバコをして、ついウトウトしていまい火災
になるケースは珍しくありません。タバコを吸うときは水と灰皿を用意して必ず火を消しましょう。

●野焼き、たき火をする際には必ず消火器、水を用意しましょう!
　炎は風にあおられると一気に燃え上がります。炎が大きくなってから水などを準備し始めても間に合い
ません。消火用の道具（水のほか、スコップなど）を準備してから行いましょう。
　火が消えるまでは決して離れないでください。その場を離れる時、また燃え尽きた際には、
確実に消火できたか確認しましょう。

●野焼き、たき火の際は消防署に届け出を!
　佐久広域連合火災予防条例第50条により、火災とまぎらわしい煙又は火災を発生させるおそ
れのある場合は消防署へ届け出ることになっています。何かあった際に迅速に対応するため必
要な届出です。ご協力をお願いします。

①目　的
　火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、火災予防思想の一層の普及を図り、火災の発生を
防止し、高齢者を中心とする死者の発生を減少させるとともに、財産の損失を防ぐことを目的と
しています。

②取り組み
　消防団と合同の火災予防パレードや、火災予防パトロール、各施設の査察等を行い火災予防意識の向上、
指導を行っています。
③御代田町管内火災件数増加について（令和４年度火災件数、令和５年度火災件数）
　令和５年度御代田町管内火災件数は14件（8月15日現在）であり、令和4年度火災件数4件に比べると約
3.5倍増加していることになります。秋季火災予防週間を機に、もう一度火気の取扱いについて考え直しま
しょう。

　火気取扱いの注意点

令和5年秋季火災予防運動について

火気取扱いの注意点 令和5年秋季火災予防運動について火気取扱いの注意点 令和5年秋季火災予防運動について

毎年、11月9日から11月15日までの7日間にわたり
火災予防運動を実施しています。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
イ
メ
ー
ジ

（
厚
生
労
働
省
資
料
よ
り
）
参考・長野県内の有料老人ホーム一覧　https://www.pref.nagano.lg.jp/kaigo-shien/kenko/koureisha/shisetsu/jusyotitokurei.html
　　・サービス付き高齢者向け住宅について　https://www.pref.nagano.lg.jp/kaigo-shien/shisetsu/sakoju.html
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